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OECD Learning Compass（学びの羅針盤）2030

個人及び集団がよりよくあること，満たされた状態，
幸せ，いきいきとした状態

（OECD，2019a）



前野・前野（2022）を参考に梅澤（2022）が作成

肉体（身体）的，精神（心理）的，社会（福祉）的に「満たされた状態（広義の健康）
＝持続的ウェル・ビーイング（「幸せ」「いきいきとした状態」）

ウェル・ビーイング（Well-being）

狭義の健康（肉体・身体的）
医学的ウェル・ビーイング

・医学系では，Well-being
を「健康」と訳す傾向

・健康診断やメンタルヘルス
の質問紙調査で測定可能
（客観的）な領域

幸福（精神・心理的）
心理学的ウェル・ビーイング

・心理学系では，Well-
beingを「幸せ」「幸福」と
訳す傾向

・現在の気分のよしあし，快/
不快等の主観的な感情の
領域

・Happiness，楽しい，嬉しい
・Subjective well-being
（主観的幸福感）

豊かさ（社会・福祉的）
福祉的ウェル・ビーイング

・SDGsや福祉系学会では
Well-beingを「福祉」と訳す
傾向

・ウエルフェアは元来「福祉」
や「豊かさ」を意味する言葉
であり，国家が全ての市民に
最低限の幸福と社会的援助
を提供するという理念（受動）

・社会的な弱者が能動的に
ウェルフェアを獲得できるの
が福祉的ウェル・ビーイング

身体活動による教育
（運動を手段として健康を目指す体育）

楽しい体育（運動を目的とした生涯スポーツを目指す体育）

共生体育（全ての学習者が包摂し合い，豊かなスポーツライフを目指す体育）

体
育
の
志
向



OECD Learning Compass（学びの羅針盤）2030

「よりよい未来の創造に向
けた変革を起こしていく力」
をのばしていくためのサイ
クル

AARサイクル
Anticipation（見通し）
Action（行動）
Reflection（振り返り）

（OECD，2019a）



OECD Learning Compass（学びの羅針盤）2030

Student agency（生徒エージェンシー）

主体的に考え，行動し，責任をもって社会変革を実現していく
意思や姿勢

働きかけられるよりも自ら働きかけること，
型にはめ込まれるよりも自ら型を作ること，
他人の判断や選択に左右されるということではなく，
責任をもって自分自身が判断をし，選択していくこと

Co-agency（共同エージェンシー）

生徒が共有された目標に向かって邁進できるように支援する，
保護者との，教師との，コミュニティとの，そして生徒との双方
向的な互いに支え合う関係

（OECD，2019a）



OECD Learning Compass（学びの羅針盤）2030

Core foundations（学びの基礎・基盤）

・Literacy（読解力）
・Numeracy（数学的リテラシー）
・Data and digital literacy（データ・デジタル活用能力）
・Physical and mental health（身体的・精神的健康）
・Social and emotional foundations（社会的・情動的基盤）

Competencies（キーコンピテンシー）
・知識 ・スキル ・態度と価値感

（OECD，2019a）



OECD Learning Compass（学びの羅針盤）2030

Transformative competencies（よりよい未来の創造に向けた変革を起こす力）

・Creating new values（新たな価値を創造する力）
・Reconciling tensions and dilemmas（対立やジレンマに対処する力）
・Taking responsibility（責任ある行動をとる力）

（OECD，2019a）



2023年10月



体育及び保健教育は，生徒にとって
不可欠なコンピテンシーの発達と
生徒の身体的・精神的健康の育成を
通して，全人的な成長に貢献し，
これからの教育において重要な1つとなる
可能性を備えたものである。

(OECD，2019b： 12）



他国の体育(二昔前）

日本体育学会学校体育問題検討特別委員会（監訳）（2002）

1
法的には大部分の国（92%以上）の義務教育段階で必修教科とされているが，
体育の授業が政策通りに実施されておらず，非実施率が高い（アフリカ75%，
アジア67%，中央ならびにラテンアメリカ50%，南ヨーロッパ50%）。

2
カリキュラムに組み入れる教科としての位置づけについて約70%の国で，
体育が持つ「アカデミックな価値」に対する疑念が示されている。

3
保護者らは，体育の授業は「気晴らし」と捉え，スポーツのコーチでも実施可能だ
との見解を示している。

4
教師が「気まぐれ」な授業を展開したり，学習活動を遠隔操作することが多い。

5

教師に学習者の心理や授業方法に関する多くのバリエーションが準備されていな
い。いわゆる「スポーツマスター（スポーツを積極的に行っているが、体育に関して
公的な教育を受けていない）ような人が多い。



体育・健康教育の主な目標（ OECD，2019b： 42）

身体的成果
身体的健康

心理的成果
精神的成果

社会的成果 認知的成果
ライフスタイル

的成果



体育は，恵まれていない生徒及び女子への

より平等な身体活動の機会を提供する

学校外での活発あるいは適切な身体活動を行わない生徒

Advantaged students＜Disadvantaged students（4.5%高い）

＊体育は多くの生徒にとって，指導者がいて構造化された中での唯一の身体活動の
機会

＊男子のほうが女子よりも活発～適切な身体活動に従事している
例 （体育の中で最も取り扱われている球技での活動状況）

Gender equality（男女平等）, inclusiveness （共生）の実現に向けた体育

（OECD，2019b： 46）



Chapter 4

21世紀に向けた体育の

今日のチャンレンジと

これからの方向性

より



「ダイナミック」で「インクルーシブ」な
体育と健康教育

エージェンシーモデルの効果的な実施

知識ベースで蓄積された
カリキュラムデザインに関する共通原理

OECD Future of Education and Skills 2030 
Project の実施

を通して

（OECD，2019b：74）



育成を目指す資質・能力の三つの柱

何を理解しているか
何ができるか

生きて働く知識・技能
未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等

どのように社会，世界と関わり，
よりよい人生を送るか

学びを人生や社会に活かそうとする

学びに向かう力・人間性等

理解していること・できる
ことをどう使うか

誰に何をどのように → 誰が何をどのように





（スポーツ庁, 2022a）

第1章 はじめに

第2章 体育・保健体育授業に
おけるICT活用の実態
と課題

第3章 体育科・保健体育科に
おけるICT活用の取組

第4章 ICT端末の実践

第5章 資質・能力育成に向けた
ICT活用の検討



令和4年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果

スポーツ庁（2022c, p.51）

スポーツ庁（2022b, p.66）

あまりない・全くない
小5男子児童29.1%   小5女子児童27.7%

ICTを活用していない
小5男子児童23.6%   小5女子児童25.0%

福岡県 男子28.9%     福岡県 女子28.6%

福岡県 男子23.5%     福岡県 女子24.6%

あまりない・全くない
中2男子生徒26.7%   中2女子生徒26.5%

ICTを活用していない
中2男子生徒28.0％ 中2女子生徒30.0％

福岡県 男子25.9%     福岡県 女子26.2%

福岡県 男子26.1%     福岡県 女子27.8%



ICT: Information and Communication Technology

I CanTeach
PE better



体育の「見方・考え方」

生涯にわたる豊かなスポーツライフへ

生涯にわたる豊かなスポーツライフに向けて

運動やスポーツ

楽しさ，喜び，
体力の向上

価値や特性

三つの資質・能力を関連付けながら育成

する みる 支える 知る



体育

運動やスポーツの特性や魅力を実感したり，
運動やスポーツが多様な人々を結び付けたり，
豊かな人生を送る上で重要であると認識する

各種の運動やスポーツが有する楽しさや喜び，
高まる体力などの視点から，
自己の適性等に応じた多様な関わり方を見出す

体や技能の程度，年齢や性別及び障害の有無等に
かかわらず，運動やスポーツの楽しみ方を共有する

ことができる



令和3年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果

スポーツ庁（2021, p.59）

スポーツ庁（2021, p.78）

挑戦心をあまりもっていない，
もっていない

小5男子児童17.4%
小5女子児童21.3%

挑戦心をあまりもっていない，
もっていない

中2男子生徒21.9%
中2女子生徒27.8%



令和3年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果

スポーツ庁（2021, p.58）

スポーツ庁（2021, p.77）

達成感をあまり味わえていない，
ほとんど味わえていない
小5男子児童20.3%
小5女子児童24.8%

達成感をあまり味わえていない，
ほとんど味わえていない
中2男子生徒20.9%
中2女子生徒26.0%



小学校の場合 体育科 改訂の具体的事項

●（運動領域においては・・・・）
全ての児童が，楽しく，安心して運動に取り組む
ことができるようにし，その結果として体力の向上
につながる指導等の在り方について改善を図る。

その際，特に，運動が苦手な児童や運動に意欲
的でない児童への指導等への在り方について配
慮する。

文部科学省（2018，p.7）



令和4年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査結果

スポーツ庁（2022c, p.51）

友達に教えてもらった

「
『
仲
の
い
い
』
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」
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スポーツ庁（2022b, p.67）



授業づくり・教材づくりにあたって

期待感
安心感
共感

目的

安全

楽しさ

運動量



期待感，安心感，共感
（福岡県体力向上推進委員会，2023，令和4年度 第2回体育・保健体育授業検討部会資料 末崎智宏先生作成 を基に）

文部科学省（2022，pp.14-15）

自己存在感の感受

共感的な人間関係の育成

自己決定の場の提供

安全・安心な風土の醸成
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